
NPO法人こんぶくろ池自然の森 2026年度　定例活動報告書
 実施日時： （日） 9:00～11:30

天候： 曇り
報告者：　 橋本谷・中川  望

項番 作業内容 従事
人数

1 ワタラセツリフネソウエリア北側の竹林整備 １４名

　現在、竹林から若干離れた場所にあるワタラセツリフネソウ草地にもタケノコが生えてきています。

　これは竹林が密生しすぎているため、離れた場所にもタケノコが生えてきたものと思われます。そこで、

　竹林内に隙間を作るために竹伐採等を行いました。

 

2 ワタラセツリフネソウエリアの竹伐採と雑草抜き取り １０名

　ワタラセツリフネソウ草地に生えた多数のタケノコから生育した竹が目立つようになったため、これらの伐採を

　行ないました。また、ワラビやセイタカアワダチソウ等のワタラセツリフネソウの生育に悪影響を与える植物が

　繁茂していたため、これらの抜き取りも行いました。この抜き取り作業は今後も適宜行っていきます。

 

  

 

3 ワタラセツルフネソウエリア園路沿い樹木の枝切り ８名

　

１番路からワタラセツリフネソウ

エリアに入る部分にあるヒメコウゾ

やヤマグワ等の樹木の枝が、

園路上に大きく張り出していた

ため、通行の妨げになっている

部分の枝切りを行いました。

　

 

4 竹踏みの製作と公園名看板資材の準備 ２名

  

 

作っても作ってもすぐに品切れになる

超人気の竹踏みの製作を行いました。

また、ここ数回の活動日に取り組んで

いる公園名看板資材の準備作業も

行いました。

  

 

参加者　２９名　（　会員　２９名　）

6月21日

早朝には前夜から降り続く雨が残っており、活動実施が危ぶまれましたが、８時頃には雨は小降りになり、９時の
朝礼実施時には止んでいました。このような天候にもかからず、活動には２９名が参加。ワタラセツリフネソウエリ
アの整備を中心に、①ワタラセツリフネソウエリア北側の竹林整備、②ワタラセツリフネソウエリアの竹伐採と雑草
抜き取り、③ワタラセツルフネソウエリア園路沿い樹木の枝切り、④竹踏みの製作と公園名看板資材の準備、⑤
弁天水路沿い園路の露出根の除去、⑥植物標本のメンテナンス、⑦生物観察、等々の活動を行いました。



項番 作業内容 従事

人数

5 弁天水路沿い園路の露出根の除去 １名
　

弁天池から弁天橋に至る水路沿い園路
の木道終点から弁天橋に至る部分には
木の根が露出してつまずきやすくなって
いる部分が複数個所あります。この露出
根の除去作業を行いました。

6 植物標本のメンテナンス ２名

（写真はございません）

7 生物観察

ベニタケの仲間

テングタケダマシ ヒナノヒガサ スジオチバタケ

標本ロッカー内の除湿用のシリカゲル（不織布シート）を乾燥させました。本日は晴れていませんので電
子レンジを使用しました。また、防虫用のナフタリンを交換しました。

ウズグモの網渦巻状の隠れ帯 コムラサキ ホウライタケの仲間


